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弁

前
後
十
六
章
百
五
十
五
簾
に
再
鯛
し
、
附
す
る
に
融
宮
及
び
室
な

る
官
零
墨
趾
山
繭
見
、
君
道
各
教
派
管
長
及
事
務
所
、
佛
敏
各
宗
派

総
本
由
大
本
山
及
本
山
一
賢
、
佛
敏
餐
宗
派
蟹
家
及
信
徒
，
幕
督

教
各
派
等
の
＋
項
を
以
て
し
、
建
國
以
來
南
東
大
震
災
に
至
る

ま
で
の
紳
儒
佛
耶
の
四
教
に
關
し
各
時
代
に
於
け
る
諸
宗
教
の
起

原
、
敏
租
、
教
理
、
愚
管
、
儀
式
よ
り
、
道
徳
風
俗
政
治
教
育
に

及
ぼ
せ
る
影
響
を
明
か
に
し
、
加
ふ
る
に
所
講
、
卜
占
、
禁
厭
、

祭
典
、
會
式
等
の
俗
信
仰
に
至
る
ま
で
の
事
蜜
観
象
を
網
羅
し
た

る
も
の
な
れ
さ
も
，
特
に
奈
良
覇
時
代
の
六
宗
昌
隆
期
の
記
述
、

近
世
に
於
け
る
憩
儒
佛
分
離
期
に
圏
す
る
記
蓮
及
び
明
治
時
代
の

撫
が
敏
“
ぽ
説
け
る
謎
は
注
目
【
に
槽
眠
す
る
。
（
弗
菊
版
七
六
六
｝
員
、
儒
慣
五
。

五
〇
、
自
修
肚
獲
行
）
〔
以
上
中
村
回

轡
日
本
新
話
傳
説
の
研
究

高
木
敏
雄
著

　
本
書
は
故
大
阪
高
等
學
畏
敬
提
鞘
學
士
高
木
敏
雄
氏
の
慰
稿
中

瀞
話
傳
論
に
關
す
る
も
の
を
集
録
し
九
も
の
で
あ
る
、
高
木
氏
が

我
國
雲
譲
學
の
開
拓
者
ミ
し
て
の
功
績
は
こ
・
に
贅
言
す
る
の
要

は
あ
る
ま
い
、
篇
を
分
ち
て
紳
話
、
叢
叢
、
説
話
，
童
話
の
四
ミ

　
　
　
　
　
　
　
・
第
購
號
　
　
　
一
瞬
圃
四
　

（山

n一

ｲ
四
）

し
、
そ
の
中
に
日
本
痴
話
墨
の
建
設
、
日
本
紳
話
學
の
歴
史
的
概

観
、
頭
蓋
鳴
弦
諸
語
に
現
れ
た
る
高
天
原
要
素
ε
出
雲
要
素
、
大

國
続
載
の
稗
話
、
浦
島
傳
論
の
研
究
、
牛
の
聯
帯
傳
設
、
論
話
學

者
ミ
し
て
の
瀧
澤
馬
琴
、
日
本
説
話
の
印
度
超
源
に
識
す
る
疑
問

日
韓
共
通
の
掃
蕩
説
話
、
入
身
御
供
論
、
英
雄
傳
説
桃
太
郎
新
論

等
の
諸
篇
あ
り
、
其
の
研
究
方
法
に
は
も
つ
ε
強
く
民
族
心
理
學

に
立
脚
し
，
且
つ
歴
史
的
考
詮
に
重
き
を
お
い
た
ら
く
」
思
は
れ
る

館
も
な
い
で
は
な
い
が
、
何
れ
に
し
て
も
我
古
代
史
や
、
土
俗
學

を
學
ば
ん
ミ
す
る
も
の
Σ
必
ず
一
度
は
眼
を
善
し
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
ら
う
。
（
菊
版
五
七
〇
煮
転
書
院
農
党
、
定
償

五
・
○
○
）
【
徳
重
】
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蒙
古
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研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
學
博
士
　
矢
野
　
仁
一
著

著
者
が
近
世
支
那
の
改
治
外
交
史
に
深
造
し
卓
抜
着
實
な
る
識

見
を
懐
き
て
我
が
東
洋
欝
欝
界
に
披
長
の
令
名
を
博
せ
ら
る
、
は

周
知
の
こ
「
こ
に
属
し
，
聾
者
は
勿
論
政
治
外
交
家
よ
り
野
業
壕
に

至
る
ま
で
皆
其
の
卓
見
を
聞
か
む
ε
欲
し
て
結
滞
す
る
や
久
し
い

本
書
は
＋
雪
年
來
燃
犀
の
燗
賑
を
以
て
潜
心
注
意
せ
ら
れ
し
近
代



蒙
古
の
歴
史
的
研
究
の
慈
蓄
の
一
端
を
公
に
せ
ら
れ
た
も
の
で
眞

に
有
繋
以
る
快
著
く
」
謂
ふ
べ
き
で
あ
ろ
、
凡
て
三
十
四
章
に
分
れ

蒙
古
S
溝
靭
ε
の
複
灘
な
る
政
治
的
六
斎
的
欝
欝
よ
り
宗
教
的
脳

係
を
論
為
し
、
清
朝
末
の
蒙
古
の
新
欧
施
行
よ
り
露
西
亜
ミ
の
蘭

係
を
探
り
露
支
蒙
相
互
の
關
係
を
論
評
し
一
九
一
輔
年
の
蒙
古
猫

立
の
顛
末
外
蒙
古
猫
立
宣
言
後
の
露
支
尊
閣
係
を
論
明
し
最
後
に

最
近
の
形
勢
の
三
二
を
呼
べ
、
複
錐
せ
る
政
治
的
経
濟
的
閣
係
を

述
ぶ
る
に
豊
富
な
る
史
料
を
経
ミ
し
高
遇
な
る
識
見
を
緯
ご
し
詠

む
者
を
し
て
此
の
扁
鱒
を
営
め
て
は
更
に
全
羊
を
思
は
し
む
る
も

の
、
そ
の
名
は
學
衛
的
論
著
な
り
一
し
難
も
同
時
に
我
が
國
策
の
將

來
に
ミ
リ
て
の
経
世
の
最
良
参
考
書
、
學
者
は
勿
論
筍
く
も
支
那

蒙
古
問
題
を
論
じ
我
が
國
の
將
來
を
考
ふ
る
入
士
に
は
必
ず
再
護

三
讃
す
る
を
要
す
べ
き
費
典
な
り
ε
す
る
。
　
（
菊
版
四
六
八
頁
、

京
都
寺
町
丸
太
町
弘
文
堂
、
贋
四
・
五
〇
）
【
那
波
】

鰯
燕
呉
載
筆

文
塵
’
士
那
波
利
占
パ
著

　
大
正
八
年
秋
、
著
者
墨
跡
に
遊
び
、
北
燕
京
よ
り
南
銭
塘
に
至

る
。
齢
來
久
し
く
其
紀
行
を
「
歴
奥
ミ
地
理
」
に
蓮
載
せ
ら
れ
し
が

　
　
第
十
巷
　
　
縮
　
　
介

未
だ
全
程
の
雫
に
濡
せ
す
、
依
て
其
全
般
を
簡
明
に
抜
草
し
た
る

も
の
乃
ち
是
。
箸
者
の
博
識
な
る
、
滑
道
谷
地
の
古
今
滑
革
風
俗

入
物
を
叙
蓮
す
る
こ
ε
極
め
て
詳
細
に
し
て
、
維
ふ
る
に
身
親
し

く
縄
験
せ
る
實
地
の
感
想
を
以
て
す
れ
ば
、
後
に
要
地
に
遊
ぶ
，
者

の
懐
中
に
聞
く
べ
か
ら
ざ
る
好
伸
侶
な
る
を
疑
は
す
。
（
四
六
版
五

〇
八
頁
、
捻
文
華
麗
行
、
便
三
・
八
○
）
【
宮
崎
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ク
ム
ブ
リ
ツ
ヂ
古
代
史
は
歓
洲
民
族
史
の
第
一
部
ε
し
て
計
登

さ
れ
し
も
の
に
し
て
、
そ
の
第
三
部
を
な
す
近
世
史
十
三
巻
（
一

九
〇
二
i
一
九
U
一
）
は
既
に
完
成
し
、
第
二
部
を
な
す
中
世
史

は
出
版
樫
藤
壷
に
し
て
昨
年
第
四
巻
を
世
に
出
し
て
を
る
。
近
世

史
は
ア
ク
ト
ン
卿
。
中
世
史
は
ビ
ユ
ー
リ
ー
敏
授
の
意
匠
に
な
り
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